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【 開 催 概 要 】 

 
 

●開催日時 / 2021年 2月 19日（金）13：30～15：00（開場 13：00） 

●会  場 / ちえりあ 6階講堂（札幌市西区宮の沢 1条 1丁目 1-10） 

●主  催 / ごみ減量実践活動ネットワーク 

●運  営 / 特定非営利法人 環境り・ふれんず 

●参加者数 / ３７名 
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ごみ減量実践活動ネットワーク 

委員長 寺嶋 忠雄 

   

 

本日は、お忙しい中をお集まりいただき誠にありがとうございます。 

また、皆様には、日頃からごみの減量にご協力いただきまして、この機会に改めて

感謝申し上げます。 

「ごみ減量実践活動ネットワーク」は、通称を「さっぽろスリムネット」と言いま

して、平成 17年に設立され、札幌市のごみを減らすために、市民・事業者・札幌市

が一体となって、ごみを減らすための仕組みづくりや市民の皆さんへの広報などの活

動を行っています。 

本日のスリムネットフォーラムもおかげさまで、13回目を迎えることができまし

た。実はこのフォーラムは、昨年３月に 13回目を迎えるはずでしたが、新型コロナ

ウイルス感染症がちょうど拡大し始めた時期にぶつかり、やむを得ず開催直前で中止

となってしまいました。 

今回、同じテーマにて再チャレンジとなったわけでありますが、コロナ禍が依然続

いている中、感染防止のために例年に比べ大幅に定員を抑えなければなりませんでし

た。ですが、一人でも多くの方にお話を聞いていただきたく、今回初めてインターネ

ットでの同時配信も行っているところであり、さらに、明日、明後日の同じ時間帯に

は再配信もされますので、おそらく会場で定員いっぱいで開催するよりも、たくさん

の方々にお話しを聞いていただけるのではないかと思っております。 

さて、昨今の少子高齢化社会において、誰かが亡くなった際に一時的に多量に出る

ごみが問題となっています。この「一時多量ごみ」問題は、誰もが直面するものでは

ありますが、その当事者は故人では無く、主に子や孫などの親族となります。残され

る親族に負担をかけないためにできること、それが「元気なうちにお片付け」です。 

本日は、整理収納アドバイザー等各種資格をお持ちで、現場経験も豊富な平野由美

さんをお招きし、ご講演や質問へのご対応をしていただくこととなっております。 

ぜひ、今回のフォーラムを通じて、元気なうちに少しずつ片づけていくことの必要

性について考え、モノを手放すコツをつかんでいただければと思います。 

最後に本フォーラムの開催にあたり、講師を快くお引受けいただいた平

野様に深く感謝の意を表すとともに、このフォーラムが実り多いものにな

ることを祈念いたしまして、私の挨拶といたします。 
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■講演会 

 

～モノを手放すコツ～ 

 
こんにちは。環境カウンセラーの平野

と申します。私は今、体を壊しておりま

して片づけの現場で働くことができてい

ないのですが、だからこそ、今回は皆さ

んに元気に健康に暮らしていただくこと

を念頭においてお話しいたします。 

私の母が住んでいた実家は物があふれ

ていました。空き家となった家の片づけ

を私がすることになったのですが、実際

に身に降りかかってみると、どこから手

をつけていいのか途方に暮れる経験をし

ました。 

 

【遺品整理と生前整理の違いと特徴】 

片づけには「遺品整理」と「生前整

理」があるのですが、遺品整理は家族へ

の負担がとても大きいです。特に遺族の

方が近くに住んでいない場合やお仕事を

されている場合に、家のもの全部を片づ

けるとなると半年近くかかり、音を上げ

てしまうことが多いです。 

生前整理は本人がするものなのです

が、これは決して亡くなるための準備と

いうわけではないんです。生前整理には

3 つのパターンがあります。 

 

【お片付けの意識を行動に移す】 

・ライフスタイルにあった環境 

まず「①住み替え」、つまり住む場所

が変わる場合。例えば戸建てから高齢者

用住宅や施設などへ移る場合です。そう

いった場合、家に残っているものを全て

処分しなければならない。この場合、時

間に限りがありますから一気にご自身で

片付けるのは難しい。 

 

それから「②終活」といわれるもので

す。これはいつか施設に移る場合や亡く

なった後で、家族に迷惑をかけないよう

にと行われるものです。 

【講師ご紹介】 

平野 由美さん 環境カウンセラー  

 

整理収納アドバイザー・高齢者の整理収納サ

ポーター・相続知財鑑定士等の資格を有する。 

主な業務として、住み替えやお片付けに伴う不用品の処分、お焚き上げ供養

の手配、ハウスクリーニング業者やお引越業者などのご紹介 家屋解体、不

動産売却業者 /法律に関する専門家のご紹介など、ご依頼者のニーズに応じ

て幅広く対応している。 
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次に「③ライフスタイルに合わせて」

というもの。たとえば６０代くらいの方

で、子ども達は独立して子ども部屋がも

う必要ないというような場合に、家の中

に眠っている不用品を自分の元から手放

すことです。 

 

この、終活やライフスタイルに合わせ

て片づけることを私達は推奨していま

す。家の中に眠っている不用品を自分の

元から手放してあげるということが必要

です。  

大事なことは話を聞いて納得したら、

すぐに行動に移すということです。話を

聞いて満足して終わってしまう方が多い

んです。 

今日からでも始めて、風通しのよい環

境を作ってほしい。ちりやほこりは衣類

や紙などから出てきます。家具の後ろの

壁側にはほこりが溜まっています。知ら

ず知らずのうちに、そういう環境の中で

暮らしているということです。そういう

ことを少しでも減らすために、掃除のし

やすい家づくりをしていただきたいと思

います。 

 

皆さん、「健康寿命」というのをご存

じでしょうか。平均寿命とは別です。健

康寿命というのは実際に自分の力でなん

でもできる年齢のことです。内閣府発表

の平成３０年版の高齢白書によると、健

康寿命は男性 72.14 歳、女性は 74.79 歳

です。実際の平均寿命は延びていまし

て、男性 81 歳、女性が 87 歳、となって

いるんですが、健康寿命とこれだけの差

があるのです。元気で動けるうちに片づ

けをやらないと、いざやろうとしたとき

には体が動かなかったり、集中してでき

なかったり、うまく考えられなかったり

します。私の母も認知症になると、モノ

がどこにあるかわからなくなり、新たに

モノをどんどん買い続ける状態でした。

一般的に高齢者は不用品が多いです。今

使わないものは早く手放してほしいと思

います。 

 

・モノが増えすぎた結果 

高齢者の方の住まいの特徴としては、

だんだん片づけられなくなってくると収

納スペースに隙間がないほどモノが詰ま

っている、つまり使っていないモノが増

えているということが挙げられます。あ

ふれたものが床やテーブルの上、はては

「2 階にはもう上がらなくなったから」

と階段に置かれている。置いたものが積

み重なって最終的に忘れられてしまう。

そして、また買ってしまうということが

起きています。必要なものがすぐに見つ

けられなくて同じものを百均の店などで

何度も買ってしまう。探すのに時間の無

駄でもあり、お金の無駄でもあります。

そして探す時にイライラします。これを

今のうちになくしてほしいと思います。 

高齢者の部屋において、モノがあふれ

てしまい、暮らしにくくなり、ごみ出し

でさえ大変な状態になってしまうと、も

う片づけようとしても無理です。最初に

減らしておくとここまでにならないと思

います。 

 

・なぜモノは増えるのか？ 

 では、なぜモノが増えるのか？ もち

ろん、買ったりもらったりするからモノ

は増えるのです。モノは一度に増えるの

ではなく少しずつ増えていき、気が付い

たらこんなになっちゃった、という状態

です。こうなるともう一度に片づけられ

ない。１つ増えたら１つ減らすことが必

要です。 
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・モノの増加～改善するには 

では減らせない原因は何かというと、

「もったいないから」、「いつか使うかも

しれないから」、「買い置きしないと心

配」、「捨て方がわからないから」という

ことが挙げられます。 

今までの片づけの例としては、押し入

れの中にブラウン管テレビを入れたまま

の方もいました。「捨て方がわからない

し、場所があるから」と。 

どうすればいいかというと、見えない

ところに置かないことです。押し入れの

奥にしまった贈答の高級シーツが出てき

たら、黄ばんでいたということもよくあ

ります。そして、収納グッズの中にしま

ってしまわないこと。そういうものは、

あることさえも忘れています。見えると

ころに見える範囲にものを置く。「もっ

たいないから」という場合、自分は使わ

なくても、捨てずにどこかで利用しても

らえるかもしれません。それから、「い

つか使うから」という理由。この「いつ

か」というのはいつなんでしょうか。い

つか大事な時に使うつもりで忘れてしま

って、最終的に御家族がお金を出して処

分することになる。それなら捨てる状態

になる前に譲ってほしいと思います。 

また「買い置きしないと心配」という

方。収納スペースを決めておいて、そこ

を超えたらもう買わないと決めておけば

大丈夫です。とにかくあちこちに置かな

いこと。「捨て方がわからない」という

方は、放置せずに今のうちに市に問い合

わせて処分を始めてください。 

 

【不用品を片付けよう！】 

・お片づけのポイント 

では片づけのポイントについてお話し

ます。 

「モノを減らすための分類」。これは

タイミングを決めて行っていただきたい

です。まずは「①使っているもの」、「②

手放してもいいもの」、「③手放せないも

の」、この三つに分ける。①の「使って

いる物」はもちろん一目でわかるように

置き、同じ用途に使うものはグループに

して、手の届くところに置いておけば、

置き場所を忘れることもありません。②

の「手放していいもの」は処分するだけ

でなくリユースとして売ったり譲ったり

してもいいです。問題は③の「手放せな

いもの」。もしかしたら痩せたら着られ

るかも、後でまた見るかも、などと思う

ものです。これらは保管期間を決めて、

保管期間を過ぎたら振り返ってくださ

い。果たして今までに使ったか、見た

か。それで手放せなかったら、なぜそれ

を手放せないのか理由を考えてみていた

だきたいです。一回では無理かもしれま

せんがこれを何回か繰り返せば、本当に

必要なものが見えてきます。例えばアル

バム。本当に必要な分だけを残しておい

て、のちにどうするか家族で話し合って

おいたり、データとして残しておいたり

すればいいと思います。 

それから適正量を決めてそれ以上増や

さない。衣類は１着増えたら１着減ら

す。毎日違うものを全て着るわけではな

いと思います。必ず着なくなった服があ

るはずです。そういうものは早めに手元

から手放すことが必要です。 
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・元気なうちに少しずつ 

片づけられない人の多くのパターン

は、収納グッズばかり増えていくことで

す。ハンガーラックなどが増えていきま

すが、そういう方は、もともとあったタ

ンスには手が付けられておらず、古い衣

類がそのままタンスの中にあります。も

とからあったものは忘れられ放置されま

す。 

例えば、食器。かつて５人家族で５人

分の食器があった。そして今でも、もう

使わないのに５人分持っている。次に飾

り物。ワイングラスなどを飾りとして、

ただ飾っている例もあります。本来は使

うものです。本、雑誌は必要なページだ

け残しておく。トイレットペーパーや洗

剤などの消耗品は保管場所を決めておい

てください。洗剤を大量に買い置きして

いて、全部ごみになった例もあります。

本当にもったいないです。必要な分だけ

を買い置き、保管しておくといいと思い

ます。 

片づけは一度にできるものではありま

せんから、習慣にしてほしいと思いま

す。そして楽しさを覚えると生活の中に

組み込まれて、できるようになります。 

 

実際に不用品を片づける場合、売ると

いう方法があります。リサイクルショッ

プやネットなどの利用です。 

リサイクルプラザ宮の沢など、無償で

引き取ってくれるところもあります。地

区リサイクルセンターなどでも資源ごみ

を引き取ってもらえます。知人や施設に

譲る、寄付するという方法もあります。

エレクトーンやひな人形を高齢者施設に

寄付した例もありました。 

古すぎて誰も使わないものは、ごみス

テーションに出すか、家具類は大型ごみ

に出します。車や人手があれば処分場に

持ち込むという自己搬入もできます。問

題は大きい家具類を自分で運べないとい

う場合。これは運び出し業者に依頼して

玄関先まで運んでもらいます。あくまで

も玄関先までとなり、業者が勝手にどこ

かへ運ぶのは違法行為です。 

 

ごみ分けガイドには普通のごみステー

ションに出せないものも紹介されていま

す。札幌市が収集できないものです。 

これは自分で廃棄の手続きをしなけれ

ばなりません。消火器やリサイクル家電

と言われる冷蔵庫、洗濯機、テレビ、エ

アコン、それからパソコンなども普通の

ごみとして出すことができません。 

 

・急に大量に片付ける場合 

ごみを一度に全部出せるわけではない

ので、早めに仕分けをしていく必要があ

ります。処分場が市内に数か所あります

が、受け入れているごみの種類がそれぞ

れ違うので、あらかじめグループ分けし

ておく必要があります。家具を大型ごみ

にリユースで出す場合は、その旨を事前

に伝える必要があります。 

もし、ごみステーションに出せるごみ
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でも、４００リットルを超える場合は一

度に出せません。引っ越しなどで大量の

ごみが出る場合は、札幌市環境事業公社

へ「一時多量ごみ」の収集を依頼しなけ

ればなりません。これも、玄関先までは

自分で出さなければなりません。これは

結構大変なので、今のうちに現在の自分

のライフスタイルに合った生活をされる

ようお勧めします。環境事業公社へ出す

場合ですが、１立方メートルあたり

5,800 円です。250 キロを超えるような

とても重いものは重さで計算されます。

ごみが大量の場合、処分料だけで約 10

万円かかった例もあります。これを自分

で運べないからと人に依頼した場合、人

件費もかかります。自分の敷地内におさ

まればいいのですが、マンション住まい

などで敷地をはみ出してしまう場合、警

察署に連絡をして届け出をしてから出さ

なければなりません。 

 

【家の中を片付けておくと・・・】 

戸建てを売却する場合、家の解体の前

に家の中を片づけなければ、解体業者は

入ってくれません。そうすると先ほどお

話ししたような処理困難物、一時多量ご

みを処理しなければなりません。 

戸建ての場合、少なくても 20 万～40

万円くらいかかります。80 万円かかっ

た例もあります。それにプラスして家の

解体費用が 200 万円くらいかかります。

庭石や塀などがあるとさらに解体費用が

かさみます。実家の家と土地をもらって

も、その前に古い家をどうにかしないと

どうにもならないことがあります。 

 

ライフスタイルの変化があっても、か

つて子どもたちが住んでいた時にあった

モノがそのままで生活していたり、もう

使っていない家具があったり。買い置き

が多すぎたり、もったいないから手放せ

なかったり。どのパターンで自分はモノ

が多いのか考えてみてください。 

 

先ほどの 3 分類ですが「①使っている

もの」、「②手放していいもの」、「③手放

せないもの」。この分類を一度にやろう

としないでください。一気にやろうとし

て押し入れの中のモノを全て出してしま

って、それだけで疲れてしまって、もう

やる気が出ないこともあります。 

例えば、キッチンの引き出しなど小さ

なところから始めてください。それがで

きるようになったら、玄関→キッチンな

ど少しずつハードルを上げていって、習

慣にしてほしいと思います。モノが減る

と達成感が味わえます。たとえ高価なも

のであっても、不用品は最終的には結局

ごみになります。お金を払って処分して

もらうことになるのです。特に時間がな

い場合は、業者に頼んで一気に処分して

もらうことになります。そういうことに

ならないためにも、大切なものを大事に

使ってほしいですし、本来の目的で使え

ないのであれば、本来の目的で使っても

らえる方に早めに譲ってもらいたいと思

います。 

 

今の生活がより楽しくスムーズになる

ように片づけてほしいです。そうするこ

とで、後々多額のお金を払って処分しな

くてもいいようになりますし、収納スペ

ースも十分確保できます。ごみが溜まる

場所、ごみの出る原因もなくなります。

精神的にもイライラしなくなります。 

明るい生活を目指して、少しずつ、ま

ずは引き出し一つから。片づけの話を聞

くだけでなく、自分のことに置き換えて

考えていただければと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 



- 8 - 

 

 

 

  

 
 

【第 2部】 トークディスカッション 

   質 疑 応 答 
 

 

 

 

 

 

＜パネリスト＞ 

平野 由美さん（環境カウンセラー） 

吉田 長幸さん（一般社団法人札幌市環境事業公社 業務推進室 推進課長） 

岡本 俊幸さん（札幌市環境局環境事業部 循環型社会推進課長） 

 

＜コーディネーター＞ 

石塚 祐江  （さっぽろスリムネット 副委員長） 
 

 

石塚：スリムネットワークの副委員長を

しております石塚と申します。よろしく

お願いいたします。 

では、札幌市環境事業公社の吉田課長

より、住み替えで多量ごみが出たときに

どうしたらよいかをお話ください。 

 

吉田：私ども公社

は平成 6 年 4 月か

ら市の一般廃棄物

収集運搬業許可を

受けて、市内約

33,000 か所の事

業所から排出され

るごみの収集事業

を行っています。

また、市民から 400 リットル以上の一時

多量ごみの収集も行っています。今日の

テーマである「元気なうちにお片づけ」

という点では、徐々に片づける場合に

は、普段からごみステーションに出せば

いいと思います。家具類などの大型ごみ

は、大型ごみ収集センターを利用するの

が、一番負担が少ないと思います。 

その上で、引っ越しなどで一時的に大

量のごみが出る場合の方法を紹介させて

いただきます。まず、札幌市の清掃工場

などの処理施設へ自分で運ぶことができ

ます。重量によって処理手数料がかかる

のですが、このとき、市の指定ごみ袋は

使う必要はありません。それから市の地

区リサイクルセンターへ資源物を持ち込

むこともできます。詳しくはごみ分けガ

イド 25 ページを参考にしてください。 

400 リットル以上の多量ごみについて

は、私ども、市の許可業者に相談してく

ださい。１立方メートル 5800 円（税

別）ですが、これは 40 リットルのごみ

袋 25 袋分くらいが目安となります。家

具は高さや幅などにより料金が異なりま

すので、できるだけコンパクトにしてい

ただくと料金の節約になります。 

当社は家の中からごみを運び出すこと

はできないので、家の前までご自分で出

していただくことになります。パッカー

車が横付けできる場所に出してくださ

い。自分で部屋から出すことができない

場合は、運び出しを専門にしている民間

業者などに依頼してください。 

自己搬入もできますが、仕事を休んで

レンタカーを借りて、という労力を考え

ると、環境事業公社を使うこともご検討
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ください。収集したものは、基本的にそ

の日のうちに市の処理施設へ運んで市が

処理することになりますので、どこかに

違法に置いておくというようなことはあ

りません。先ほどのお話にもありました

が、市や公社で収集できないものもあり

ますので、そちらもごみ分けガイドを参

考に処理をなさってください。 

大量のごみとなる前に、リサイクルシ

ョップの活用や、使えるものは誰かに譲

るなど、片づけ後に出たごみは、ごみス

テーションに少しずつ出すことも考えて

ください。全国的に高齢社会になり、突

然病気になったり本人が亡くなったり

と、親族や家族が短期間で片づけをする

ことが多くなっています。このような場

合でも、リユースできるものはリユース

してもらい、どうしてもごみになるもの

はごみステーションに出すか、市の処理

施設へ持ち込むか、環境事業公社へご連

絡いただければと思います。 

出すことも整理することもできない、

という方については、民間業者に依頼さ

れることになると思います。その場合

も、業者のほうから環境事業公社へ収集

の依頼をすることになります。 

 

石塚：急に、いろいろな事情で突然に多

量のごみを出さな

ければならなくな

ったときは、札幌

市環境事業公社さ

んがあるというこ

とを皆さん覚えて

おいてください。

ですが、元気なう

ちにお片づけをし

ておくと、それも少なくて済むと思いま

す。それでも一年、一年、体力が落ちて

きますので、やはり動けるうちにという

ことが必要だと思います。 

札幌市も高齢社会を迎え、これから一

時多量ごみが増えてくるのではないかと

思います。この点について札幌市として

はどのように考えていますか。 

岡本：どうしても

一時的に大量のご

みが出て、やむを

得ず処分が必要に

なることはあると

思います。そのよ

うな例が増えてき

たときにも、環境

事業公社さんを通

して、市として対応できるように準備し

ていきたいと思います。 

高齢者だけの世帯など、日常生活の中

で毎日のごみ出しが大変になった場合は

「さわやか収集」という制度がありま

す。ごみ分けガイド 19 ページに紹介し

ています。一定の要件を満たせば、事前

登録の上、収集作業員が玄関先から生活

ごみを週に一回運び出します。その際の

安否確認も請け負っています。大型ごみ

を玄関先まで部屋の中から収集員が運び

出すサービスも行っています。このさわ

やか収集は年々利用者が増えています

が、これからも対応できるようにしてい

きたいと思います。 

 

石塚：家の中を片づけるのは元気なうち

の自分です。私も 2 年前の引っ越しの

際、大量のごみが出ました。最初に手を

つけたのがアルバムです。アルバムを 5

回くらい見直したら、5 分の１くらいに

なりました。もう必要ではないものがた

くさんあることに気づき、元気なうちの

片づけの必要性を感じ、今日のフォーラ

ムを企画しました。 

 

石塚：では次に、会場の参加者の質問に

ついて皆さんにお答えいただきたいと思

います。 

まず、「子どもの幼稚園、学校のお便

りや通知表など思い出の品の処分に悩ん

でいます」という質問です。 

 

平野：まず御家族と話し合っていただく

ことが必要です。子どもはまだふっきれ

ていないかもしれない。子どもさんたち

が思い出として残しておいてほしいとい

う場合は、早いうちに処分を託し、家に
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残さない。いつ手放すのかを話し合って

おくとよいと思います。 

 

石塚：やはり気持ちの整理がつかないう

ちに処分するのは心残りですから、皆さ

ん焦らずに。 

続いて「古着、着物を出すときに取り

に来てくれるでしょうか。代金など

は？」という質問です。 

 

平野：二つ方法があって、一つは買い取

り業者に買い取ってもらう場合。この場

合は自宅まで来てもらい、査定をして買

い取りしてもらうということになりま

す。 

もう一つは無償で引き取ってもらうと

いう場合。この場合は取りに来てもらう

のではなくて、自分で持ち込むことにな

ります。 

 

石塚：次に、モノを手放すコツというこ

とで、実際にごみ処分で困っている方か

らの質問です。一つ目は、「オリーブオ

イルのびんはどうしたらいいでしょう

か」 

 

岡本：びんの場合、「びん・缶・ペット

ボトル」になりますが、油は落としてか

ら出すようお願いしています。洗い物な

どの際、最後に残った洗剤を利用して出

してください。油が取れない場合は、燃

やせないごみとなります。 

 

石塚：洗剤液と水を入れて、よく振って

油を落とすと出せるということですね。 

次に「市が収集しないごみの専門業者

を知りたい。ドラム缶、耐火金庫などは

どうやったら専門業者を探せますか」 

 

岡本：素材としては金属でできているの

で金属商が処理しています。販売店に聞

くなどしてください。 

 

石塚：まずは売っている店に相談すると

いいと思います。処理困難物の案内はご

み分けガイドの 16 ページになります。 

次に「古いパソコンを処分したいが、ど

うしたら個人情報を安全に処理できる

か。」 

 

平野：大きな家電

量販店では物理的

にハードディスク

に穴をあける機械

があります。デー

タ処理を行う業者

に送って処理して

もらう方法もあり

ます。ただし、処

理証明書が出されるだけなので、実際に

処理されたかは目で確認できません。 

 

石塚：次の質問ですが「羽毛布団はごみ

にしかできないのでしょうか」。 

 

岡本：羽毛をリサイクルする業者が全国

にいくつかありますが、例えば市で羽毛

だけを集めて業者に引き渡すことは、実

際に難しい部分があると考えています。

再生できるものが限定されていて、羽根

布団の場合、ダウンは良いがフェザーは

駄目など分類の問題や、保管場所の問題

があるためです。 

 

石塚：私のほうからもお尋ねしたいと思

います。吉田課長に質問ですが、一時多

量ごみのマナーや出すときに気を付ける

ことがあれば教えて下さい。  

 

吉田：まずは収集車を横付けできる場所

にごみを出してほしいということです。

収集員は手作業なので、運び出しの距離

を短くしてほしい。収集用の車は大きく

道路が狭くなるので、渋滞になることを

避けるため広い場所に出してほしいで

す。紙くずやビニールごみなどを散らか

った状態で出すのはやめていただきた

い。できるだけビニール袋や段ボールに

入れて出してほしいと思います。散らか

ると近所からクレームもきます。 
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それから、コンロやガスボンベなどは車

両火災が発生することがあるので、透明

の袋に入れて、わかるように出してほし

いです。 

 

石塚：なんでも出せるわけではなく、普

段私たちがごみ出しするときのように、

ごみ分けガイドに準じて出してほしいと

いうことですね。 

 

吉田：はい、最低限の分別が必要です。

中身が入ったままの漬物容器などを清掃

工場に持って行くと破砕処理の支障にな

るので、それらは有料ごみでごみステー

ションに出すなどの協力をしてほしいで

す。 

 

平野：私達が片づける際も一番困るの

が、中身が入った缶詰、シャンプーや洗

剤、ギフトでもらった油缶などです。 

環境事業公社さんへ収集を依頼する際

も、縦×横×高さをできるだけ平らにす

ることで値段が変わるので工夫してくだ

さい。 

 

石塚：なるべく一時多量ごみを出さない

ように今からしていきたいですね。 

さて、会場の参加者の皆さまにお渡し

した資料にあった「モノの手放しチェッ

ク」をもう一度ここで一緒に確認してみ

たいと思います。10 年以上着ていない

服、サイズが変わった服をどうするか。

手放さないのか、手放せないのか。使っ

ていないお土産品はどうか。読み終わっ

た本はどうか。皆さま、いかがでしょう

か。 

 ではフォーラムの最後に、パネリスト

の皆さんからひと言ずつお願いします。 

 

岡本：日頃のごみ減量の意識が大切だと

思います。買う時から手放すときのこと

を考えてほしいです。市としてごみ減量

に取り組んでいますが、容器包装プラス

チックや雑がみが燃やせるごみに混ざっ

ていたり、手つかずの食品が出されてい

たりします。それらは燃やせるごみの 2

割くらいにのぼっています。 

また、最近、充電式電池を使っている

製品が出てきましたが、これが他のごみ

と一緒に捨てられ、リチウムイオン電池

による火災事故が全国的に起きていま

す。家電量販店などの回収ボックスに出

すようご協力をお願いします。 

 

吉田：電池については、プラスチックご

みに出す人もけっこういます。プラスチ

ック選別センターや収集車でも火災の原

因になっています。是非、ごみには混ぜ

ないようにお願いします。 

一時多量ごみのことや何かわからない

ことがあれば、環境事業公社にお問い合

わせください。オペレーターがきちんと

対応いたします。 

 

平野：最後に違法業者について少しお話

させてください。「ごみを運び出して持

って行ってあげる」と言って、実際に見

積もりより多額の費用を請求したり不法

投棄をしたりする業者がいますので、そ

のような違法業者にご注意ください。 

 

石塚：片づけは今日から始まります。札

幌市も超高齢化社会に向かっています。

皆さんと一緒に、元気なうちに片づけ、

ごみ減量に取り組んでいきたいと思いま

す。 

本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 
 


